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   Clinical effects of ST-95 (fosfomycin) on infections of the urinary tract were studied on the 
basis of morphological changes of the urinary bacteria. The subjects were 22 inpatients with com-
plex infections of the urinary tract. ST-95 was dissolved in physiologic saline  (2g/100ml) and 
administered intravenously by drip infusion over a 1-hour period twice daily for 5 days. According 
to the UTI criteria, the treatment was effective in 13 (81%) of the 16 evaluable cases. The present 
effectiveness in 8 patients with chronic catheterization was 75%. No side effects were observed in 
any patient. Among the laboratory data, GOT and GPT were slightly increased in 1 patient, but 
their relations with the treatment were unknown. In one patient (P. vulgaris; MIC: 12.51ug/ml), 
changes in the urinary ST-95 concentration, viable bacterial count, and morphology of the bacte-
ria were studied after the initial administration. The urinary viable cell count was 1.5x 10' cells/ 
ml before administration, but it was reduced to 1.6x 10" cells/ml at the end of the 1-hour infusion, 
and decreased progressively thereafter to complete disappearance after 12 hours. tinder differential 
interference microscopy, filamentous debris of bacteria and spherical bacteria with irregular surface 
were observed from immediately after the end of the administration. By transmission electron 
microscopy, the cell wall showed a number of projections with formation of vacuolar structures in 
the space between the cell wall and the irregularly-shaped cytoplasm. In conclusion, the results of 
administration of ST-95 in complex infections of the urinary tract were satisfactory. The morpho-
logical changes of the bacteria suggested that this agent acts at an early stage of cell wall synthesis. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 37: 321-326,1991)
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臨 床 的 検 討
.対 象 ・投 与 方 法
1989年ll月か ら1990年2月まで に,安 城 更 生病 院 泌
尿器科に入院 した複雑性尿路 感染症患者22例を対象
















































































































































































%で,第2群 が5例中1例 著効3例 有効で,総 合有
効率80%であった.混合感染例は4例(25%)で総合
有効率は75%であった.そ の内訳は第5群 が3例 中2
例有 効 で,総 合 有 効 率67%で,第6群 が1例 中1例 有
効 で,総 合 有 効 率100%で あ った.8例(50%)の 留
置 カ テ ー テ ル例 に おい て,6例(75%)に 右 効 で あ っ
た.
16例か ら分 離 され た 菌 株 は22株で,1).cepacia】
株 と ブ ドウ糖非 醸 酵 菌1株 以 外す べ て消 失 し,細 菌 消
失率 は91%で あ った(Table3).投 与 後 新 た にS.
Table3.






















































投 与 直 前 に,経 尿 道 的 にFoley'scatheterを留 置
し,doseddrainagesystem呼こ接 続 し,こ の時 に得
られ た 尿 を前 尿 と した.
本 剤2gを 生理 食 塩 水100m正 に 溶 解 し,午 前9時
か らi時 間か け て点 滴 静 注 した.終 了直 後,12時,14
時,16時,18時,21時に,systemを交 換 し,system
内 の尿 の 一部 を 凍結 し,尿 中 濃 度測 定 に 供 した.ま た
各 時 間 に お い てcatheterより流 出 して くる尿 を 滅菌
ス ピ ッツに 採 尿 し,生 菌 数 の 測 定 と形 態 変 化 の検 討 に
供 した.
尿 中 濃 度 は,Proteussp,MB838を検 定 菌 と した
薄 層 カ ップ法 に よ り測 定 した.生 菌 数 の定 量 は,寒 天
培 地 希 釈 法 とデ ィ ップ ス ライ ド法 の二 方 法 に よ り検討
した.
尿は1,000回転/分にて10分間 遠 心 し,こ の沈 渣 を あ
らか じめ ス ラ イ ドグ ラス上 に 作 成 した トリプ トソイ 薄
層寒 天 培 地 に,1白 金 耳接 種 し,カ バ ー グラ スで 寒 天
表 面 を 覆 い,周 囲 を パ ラフ ィ ンで 封 じ,微 分 干渉 顕 微
鏡(オ リンパ ス光 学)で 観 察,撮 影 した.さ らに 沈 渣
を0.5%パラホ ル ム アル デ ヒ ド,2.5%グル タ ー ル ア ル
デ ヒ ド混 合 固定 液 で10時間前 固定 し,0.05Mリ ン酸
緩 衝液 で一 夜 洗 浄 後,1%四 酸化 オ ス ミウ ムで2時 間
固 定 した.エ タ ノ ー ル系 列 で脱 水 し,QY-1で 置 換 し
た 試 料 はLUFT法 に よ りEpon812に 包 埋 した.
LKB型 超 ミク トR一 ムで 超 薄 層 切片 を作 成 し,こ れ
に 酢 酸 ウラ ニ ー ル ・鉛 の二 重 染色 を ほ ど こ して透 過 電
子 顕微 鏡(日 立H-300)を用 い加 速 電 圧75KVで 観
察 お よび撮 影 した.
2.尿 中濃 度 の推 移 と尿 中生 菌 数 の 変 化
嘔 髄●曜3rゴ19$fO1』2Ct8riヨ「00凹闘匙
marcescens,E.cloacae,P.aeruginosa,A.xyloso-
xydans,F.meningosepticumの各 呈株 ず つ が 出 現
した(Table4).
22例全 例 と も自他 覚 的 副 作 用 は認 め られ な か った.
臨床 検 査 値 の異 常 は,1例 にGOT:23→38U,
GPT=29→75Uが 認 め られ た が,本 剤 と の関 連 は不
明で あ った.





































































































ST-95は,投 与 後 速 や か に 尿 中 に 排 泄 され た.尿
中濃 度 は,投 与 終 了 時 に 一番 高 濃 度 で あ り(4,430μg/
ml),終了 後4時 間 ま で に投 与 後121時間 まで の累 積 排
泄 量 の94.S%は尿 中 に 排泄 され た,投 与 後1211;}間まで
の累 積 排泄 率は,88.4%0であ った,
尿 中 生菌 数 は,投 与 前 に は1・5xlO7cells/mlであ
った もの が,投 与 直 後 に は1.6×104cells/mlと減 少
した.そ の 後 は,103cells/ml台の生 菌 数 が,投 与 後










形の菌体(こ のよ うな形態変化が最 も多 く観察 され
た),あるいはわずかに伸長 した桿菌が認め られた













































































FOMの 蛋白結合率は きわ めて低く,抗 体産生能
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